
第１回 “夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しています） 

 

【最優秀賞】 大東小学校  田並 祐花（たなみ ゆうか）さん 

「おこだでませんように」をよんで 

たなみ ゆうか 

 わたしは、このおとこのこが、どんなおこられかたをして、 すごしているか、きに

なって、このほんをえらびました。 

 なぜかというと、わたしも、いえで、おこられることがあるからです。 

 サッカーのところで、ぼくだけせんせいにおこられて、かわいそうだとおもいまし

た。いえでも、おこられて、かわいそうだとおもいました。 

 おかあさんに、「ええこやねえ」といわれたいとおねがいしたくなるきもちは、わた

しもわかります。 

 たなばたで、ぼくのねがいごとが、さっそくかなって、とてもうれしそうで、よか

ったとおもいました。 

わたしも、ほめられたり、ぎゅってだっこされたりすると、うれしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【優秀賞】  日方小学校  土岐 光稀（とき みつき）さん 

ねずみのひっこし 

          とき みつき 

ぼくはさいしょねずみがかわいそうでした。ねずみのすむいえのとなりにねこがひ

っこししてきたため、こわがったねずみがひっこしすることになったからです。 

 せっかくみつけたすみかもいごこちのいいばしょでなかったため、とうとうねずみ

たちがいえをつくることになりました。ぼくもてつだってあげたかったです。ねずみ

だけでは力をあわせても、おもいものもぼくがてつだってあげればねずみももっと早

くいえをつくれたのに。 

 ねずみはせんたくもののひもにからまっているねこをみつけ、こわがっていたにも

かかわらずゆうきをだしたすけてあげたのです。 

 ぼくはねずみをみたことがありません。でも、こんなにすてきなねずみがいるなら、

ぼくはともだちになりたいです。 

 

 

【優秀賞】  中野上小学校  山本 桃子（やまもと ももこ）さん 

「ひっこしだいさくせん」をよんで 

       やまもと ももこ 

 わたしは、このえほんをよんで、わくわくしました。そして、ひとたちがすてたご

みをつかって、ねずみたちがくらしやすいいえをたてたので、すごいとおもいました。

わたしがねずみだったら、すんでみたいとおもいました。たとえば、びーだまをつか

って、きらきらしたおへやをつくったり、てまわしおるごおるで、はつめいかのよう

なべっどをつくったり、みんなくふうをしたからです。ごひきみんなでちからをあわ

せていえをつくったことがかっこよかったです。さいごに、ねずみたちにたすけても

らったねこが、ねずみたちのいえのみはりについたのもおもしろかったです。おれい

をしてるんだとおもうよ。きっと、ねずみたちは、さいしょのひは、たててよかった

なとおもって、つぎのひは、くらしやすいなとおもって、これからは、わくわくする

くらしがまっているとおもいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【奨励賞】  黒江小学校  田中 メイゼ（たなか めいぜ）さん 

「にじいろのさかな」 

             たなか めいぜ 

 にじいろのさかなは、ぎんのうろこをだれにも、あげたくないと、さいしょは、お

もっていたけど、さいごは、たくさんうろこを、あげてとうとうあと１まいだけにな

ってもにじいろのさかなは、ちっともおこらなくなり、にじいろのさかなは、しあわ

せに、なるというおはなしです。わたしは、にじいろのさかなが、えらいと、おもい

ました。りゆうは、あげたくなくてもあげて、しあわせに、なったからです。でも、

わたしは、１かいあげたくなかったらもうあげないように、なります。 

だからにじいろのさかなは、かしこいと、おもいました。わたしがすきな、ところ

は、にじいろのさかなが、わたしたくなかったぎんのうろこを、１まいになるほど、

うろこをたくさんあげるとこです。どれだけ、きれいなうろこを、もってても、とも

だちも、いないし、だれもすきになってくれないんだったらうろこを、あげるほうが

いいと、きづいて、うろこを、ちがうさかなにも、うろこをたくさんあげるのが、え

らいと、おもいました。あげたくないのを、がまんして、がんばって、うろこをたく

さんあげてしあわせになってともだちもふえて、うれしいんだろうなと、おもいまし

た。わたしも、もっとともだちが、ふえたらいいなと、おもいました。にじいろのさ

かなみたいな、ふくを、つくれるかなと、おもいました。にじいろのさかなは、おば

あさんの、たこのおかげで、ともだちもふえたり、うろこを、たくさんあげて、しあ

わせに、なったんだなと、おもいました。にじいろのさかなは、とてもきれいないろ

あいでした。あおと、みどりと、むらさきと、ぎんのうろこがとても、きれいでした。

おうちでかってるきんぎょもそんなきれいな、きんぎょだったらいいのになとおもい

ました。にじいろのさかなは、なみのさかなじゃない。うみじゅうさがしてもいない

ほど、きれいでした。 

 

【奨励賞】  大野小学校  井上 汐空（いのうえ きよら）さん 

「にじいろのさかな」をよんで 

            いのうえ きよら 

 にじうおは、きらきらかがやくぎんのうろこがあるすごくきれいなさかなです。 

ちいさいあおいさかなに、ぎんのうろこをいちまいほしいといわれて、あげなかっ

たから、そのうちにともだちがいなくなって、ひとりぼっちになってしまいます。 

たこのおばあさんに、きらきらうろこを、いちまいずつわたしなさいといわれて、

にじうおはちいさいあおいさかなにぎんのうろこを、あげました。じぶんのだいじな

たからものをあげるのはいやだったとおもうけど、ぎんのうろこをあげたちいさいあ

おいさかながよろこんでるのをみたとき、にじうおはうれしかったとおもう。だから、

ほかのさかなにもあげてさいごには、たったいちまいになってしまったけど、ともだ

ちがたくさんできたにじうおはしあわせそうでした。 

 


